
　
昨
年
12
月
に「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
部
落
差
別
は

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、
部
落
差

別
の
解
消
の
必
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ

う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
今
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別

書
き
込
み
、
個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
差
別
発
言
、
行
政
へ

の
同
和
地
区
の
所
在
地
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
行

為
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
部
落
差
別
は
、
現
在
も
続
い
て

い
る
重
大
な
人
権
問
題
な
の
で
す
。

　
人
権
学
習
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
」は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
、
部
落
差
別
の
現
状

や
歴
史
、
な
ぜ
法
律
が
で
き
た
の
か
、
今
後
ど
う
取
り
組

ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
で
き
る
よ
う
作
成
し
て
い
ま
す
。
学

校
や
地
域
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
学
習
の
場
で
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
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差
別
の
な
い
社
会
を

め
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活
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を
！
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今
回
は
、
平
均
寿
命
に
影
響
を
与

え
て
い
る
死
亡
の
状
況
を
見
て
み
ま

す
。
下
図
は
10
万
人
が
生
命
表（
平
成

22
年
）の
年
齢
別
死
亡
率
ど
お
り
死
亡

し
て
い
く
と
し
た
場
合
、
全
国
平
均

の
死
亡
数
と
の
差
を
表
し
た
も
の
で

す
。
健
康
長
寿
県
で
あ
る
長
野
県
は
、

概
ね
85
歳
ま
で
は
全
国
よ
り
少
な
く
、

85
歳
を
超
え
る
と
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
本
県
は
、
概
ね
若
い
年
代

で
全
国
よ
り
多
く
、
85
歳
を
過
ぎ
る

と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

長
野
県
で
は
、
若
い
年
代
の
死
亡
が

少
な
く
、
逆
に
本
県
で
は
、
早
死
に
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
本
県
の
平
均
寿
命
を
短
く
し
て
い

る
死
因
は
、
主
に
が
ん
、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
、
肺
炎
、
そ
し
て
自
殺
で
す
。

　
ま
た
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
の
死
因
を
除
去
し
た
場
合
、
本
県

の
平
均
寿
命
の
延
び
は
、
男
性
6・

2
5
歳
、
女
性
5・4
7
歳
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

　
従
っ
て
、
本
県
で
は
、
若
い
頃
か
ら

が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
自
殺
の

予
防
と
そ
の
医
療
の
充
実
が
健
康
長

寿
を
め
ざ
す
上
で
重
要
と
い
え
ま
す
。
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※紙面の都合上、40歳未満の表示を省略しています。
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生命表上の全国の死亡数との差（男女計）
和歌山県 長野県　

健
康
の
た
め
、

手
軽
に
で
き
る
運
動

と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
最
適
で
す
。
続
け
る
た
め
に
は
、

負
担
に
感
じ
る
こ
と
な
く
楽
し
み

な
が
ら
歩
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
内
に
は
、
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
、

自
然
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
歴

史
・
文
化
な
ど
を
体
感
し
な
が
ら
歩

け
る「
近
畿
自
然
歩
道
」が
あ
り
ま

す
。

　

世
界
遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
熊
野

参
詣
道
や
高
野
参
詣
道
を
は
じ
め
、

旧
街
道
な
ど
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら

れ
る
道
。
雄
大
な
太
平
洋
の
景
観

を
満
喫
で
き
る
道
や
渓
流
沿
い
の

自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
道

な
ど
53
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
は
、
四
季
を
通
じ
て
手

軽
に
楽
し
く
快
適
に
歩
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
を
決
め
て

１
日
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

時
に
は
、
い
つ
も
と
違
う
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

和歌山のすばらしいモノや地域の自慢などを「きいちゃん」が紹介します！
今回は、豊かな自然に恵まれたわかやまの自然歩道を

ご案内します。

和歌山県PRキャラクター  きいちゃんの

わ
か
や
ま
の

自
然
歩
道

し
ぜ
ん
ほ
ど
う

ワンコラム
プラス

今年4月、日本遺産に認定された万葉の景勝地「和歌
の浦」にあるスポーツ施設。雨や風、冬期でも気軽に
健康運動が行え、アリーナを中心にトレーニング室・多
目的室などがあります。イベントや集会・地域の交流
活動の場としても利用できるワン！
問：和歌公園管理事務所 ☎073-446-5553

気軽に健康運動ができる
片男波公園 健康館

楽
し
く
歩
い
て

健
康
に
！

黒潮おどる紀伊大島を訪ねるみち

高野山町石道を
たどるみち

紀淡海峡夕陽のみち

県庁環境生活総務課 自然環境室 
☎073-441-2779

問

事前に歩くコースの距離や
所要時間などゆとりのある
スケジュールを組んでね。
体調も整えて快適なウォーキ
ングを楽しむワン！

古座川の清流を訪ねるみち

公園内にある万葉の小路

健康館･万葉館
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